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要旨 

 近年、自然との共生・環境を維持できる産業として伝統的工芸品の存続が注目されるよう

になっている。そこで本論文では、振興施策の充実化を図るため、平成 4 年(1992 年)、平

成 13 年(2001 年)と 2 度にわたり実施された法律改正により、伝統的工芸品の振興はどの

ようになったのかを考察している。 

 まず初めに、伝統的工芸品産業の展望として、審議会における伝統的工芸品産業の今日的

意義についての記述が書かれている。そこでは、伝統的工芸品産業は極めて多様さを持つ産

業であると定義されていた。 

 

1．豊かさと潤いに満ちた国民生活の実現に貢献する産業である  

2．我が国産業の顔として我が国のものづくり文化を象徴する産業である  

3．地域の振興に貢献する産業である  

4．環境に優しい産業である 

 

しかし、伝統的工芸品産業の現状は、現象の一途を辿っており審議会答申では、21 世紀を

迎え生活文化に対する伝統的工芸品の貢献を展望するならば、次に掲げる幾つかの課題に

対処していくことが重要であると提言している。 

 

1. 需要の拡大 

2. 後継者の確保/育成 

3. 経営基盤を強化すること 

4. 地域との共生を図ること 

5. 教育を通じた普及/啓蒙 

 

このほかにも課題はあるかと思われるが、上記のような課題を克服し、産地の発展を実現す

るために、伝統的工芸品の生産または流通等に然るべき知見、能力を有する人が産地全体の

プロデューサーとして、当該産地においてプロデュースする事業の企画、製作、販売等の諸

活動全般にわたり責任をもって総合的に取り組むことが目玉の事業となると考えられてい

る。 

 


